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「ヒト人工多能性
幹細胞(iPS細胞)

の樹立」

山中 伸弥

京都大学教授

「角膜の培養・移植を
革新的に容易にする

技術の開発」

岡野 光夫

東京女子医科大学教授



科学研究費補助金により生み出された成果の例②
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・有機ＥＬはそれ自
体が発光するので、
液晶のようにバック
ライトを必要としない
ため、段違いの薄さ
が可能となる。

・発光するための電
圧も数ボルトと低く、
省エネの次世代面
上光源として期待さ
れている。

「有機ＥＬ素子の研究」

「白色発光有機エレクト
ロルミネッセント素子の
開発」（平成６年度～一
般研究（Ｃ）） など

城戸 淳二

山形大学 教授

発展の基礎となった
科研費の研究

有機ＥＬは効率性やコスト
の問題もあり、実用化の
見込みがたっておらず、
青、赤などの単色を光ら
せることはできたが、白色
は実現不可能だといわれ
ていた。

高分子中に赤、緑、青の
蛍光色素を分散して発光
させることにより、有機ＥＬ
素子で世界で初めて白色
発光を得ることに成功。

新規材料の開発や新技
術などの開発を経て実用
化レベルの白色発光素子
の開発に成功。

白色発光有機EL素子

・現在山形大学発のベ
ンチャー企業から照明
用白色発光有機ＥＬパ
ネルのサンプル出荷が
始まっている。
・将来的な市場規模は
約５兆円、白色有機ＥＬ
がディスプレイにも応用
された場合１４兆円～１
５兆円が見込まれる。

製品化された有機ＥＬ照明
研究の成果

研究成果の展開

「食品の機能に関する
系統的研究」

藤巻 正夫
東京大学
お茶の水大学 名誉教授

科研費の研究成果

食品の機能として従来から研究されてきた栄養機能
（１次機能）、味や香りなどの嗜好性に関わる感覚機能
（２次機能）に加え、生体防御、疾病予防などの生体調
節機能（３次機能）が存在することを明らかにした。

研究成果による新分野の創出とその経済効果、科研費の投資効果

○平成 3年：機能性食品概念の具現化として、
「特定保健用食品」の制度が成立（世界初）

○平成16年：食品の国際基準を採択するコーデックス
委員会において、健康機能表示が定義。

科研費の交付額はこの経済効果に照らすと、平成23年
時点で約860倍の投資効果をもたらしている。

また、イギリス、スウェーデン、中国などに食品の健康
機能の表示制度が広まるとともに、関連市場は、世界に
拡大している。



科学研究費補助金により生み出された成果の例③
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末松 安晴

元東京工業大学 学長
東京工業大学 名誉教授

「レーザ光の導波伝送に関する基礎研究」
（1966～ 各個研究、特別推進研究 他）

超高速・長距離光ファイバー通信の端緒を開拓
文化功労者（2003年）

研究の成果

科研費がなければ私の研究は存在しなかった。科
研費との絆は、１）光通信研究の育ての親、２）日
本の卓越技術の集成とネットワーク発信の構築、
そして３）国の学術研究の推進など、誠に深
い。・・・平成2年（1990）まで科研費の強力な支援
を受けて光通信の基礎研究を進めた。

（出典：科研費ＮＥＷＳ2009年７月号）

出典：H26.4.8開催 科学技術・学術審議会 研究費部会（第７期第７回）資料より引用



高被引用度（TOP1%）論文数の国際ランキングによる我が国の順位（2014年）

3

研究分野 順位

AGRICULTURAL SCIENCES 14
BIOLOGY & BIOCHEMISTRY 5
CHEMISTRY 4
CLINICAL MEDICINE 13
COMPUTER SCIENCE 14
ECONOMICS & BUSINESS 22
ENGINEERING 11
ENVIRONMENT ECOLOGY 17
GEOSCIENCES 8
IMMUNOLOGY 4
MATERIALS SCIENCE 4
MATHEMATICS 13
MICROBIOLOGY 10
MOLECULAR BIOLOGY & GENETICS 6
MULTIDISCIPLINARY 11
NEUROSCIENCE & BEHAVIOR 10

PHARMACOLOGY & TOXICOLOGY 6

PHYSICS 6
PLANT & ANIMAL SCIENCE 6

PSYCHIATRY PSYCHOLOGY 20

SOCIAL SCIENCES, GENERAL 21

SPACE SCIENCE 8

出典： 2014年4月 トムソン・ロイター発表。データ対象期間は、2003年1月1日～2013年10月31日。

総合順位 ５位



我が国の１論文当たりの予算額と論文の質（主要国との比較）
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出典：平成２６年度予算の編成等に関する建議（平成２５年１１月２９日財政制度等審議会）



我が国の科学技術関係予算と論文の量・質の推移
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出典：平成２６年度予算の編成等に関する建議（平成２５年１１月２９日財政制度等審議会）
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出典：Ｈ２５．１０．２８ 財政制度等審議会財政制度分科会 資料

国立大学への予算配分について
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出典：Ｈ２６．４．４ 財政制度等審議会財政制度分科会 資料

国立大学の教育研究組織について



１．社会要請の十分な認識の必要性

【研究者等の「社会リテラシー」の向上】

○ 東日本大震災により低下した研究者や技術者への国民の信頼を回復するとともに、
科学技術に対する国民の期待に応えていくため、国民との相互理解を基に政策を形成
していくことが必要である。しかし、現状では、国民や社会と、研究者、技術者、政策立
案担当者など科学技術・学術に従事する者（以下「研究者等」という）との対話が不足し
ているため、研究者等が、社会の要請を十分に認識しているとは言い難い。

【公的資金を得て研究を行う意義】

○ 国民の負託を受け公的資金を得て研究を行う政府、研究機関、研究者は、その意味
を十分に認識するとともに、国民や社会に対し、自らの政策や研究の意義、成果を説明
する責任を負う。

○ 研究者等は、多様な社会的活動に参画するとともに、社会に研究への参加を求めるこ
とで、社会の要請を認識するとともに、社会に対して積極的な応答を試みる必要がある。
また、国は、公的資金を投入して行う研究事業について、国民への説明責任を一層果
たすための方策を検討すべきである。

東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・学術政策の在り方について（建議）
（平成25年1月17日 科学技術・学術審議会）

社会要請の十分な認識の必要性に関する指摘
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社会が抱える課題解決のための取組等に関するアンケート
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社会が抱える課題解決のための取組等に関するアンケート
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科学者の信頼性について

11出典：平成25年12月12日 科学技術・学術政策研究所 第６回政策研究レビューセミナー 資料



出典：学術研究助成の在り方について（研究費部会「審議のまとめ（その１）」）
（平成25年8月29日 科学技術・学術審議会 学術分科会研究費部会）

研究資金と論文生産性の関係
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※WoS論文：Web of Scienceデータベースに収録されている論文
※W-K論文：WoS論文のうち、科学研究費助成事業データベースに収録されている、科研費による論文
※W-非K論文：WoS論文のうち、科研費による論文以外の論文

○ 科研費の予算とw-k論文数は増加傾向。制度全体としての成果創出は、着実に増加。w-非k論文
数は、競争的資金予算の増加にもかかわらず減少傾向。



日本の論文産出活動における科研費関与論文割合の推移

出典：学術研究助成の在り方について（研究費部会「審議のまとめ（その１）」）
（平成25年8月29日 科学技術・学術審議会 学術分科会研究費部会） 13

○ 科研費が関与した論文数及び被引用度トップ１０％論文数は１９９０年代後半から２０００年代後半
にかけて増加傾向。日本の論文産出活動の量及び質の面において、科研費の役割が大きくなって
いる。



科研費関与論文に占めるトップ10%論文の割合の推移
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出典：学術研究助成の在り方について（研究費部会「審議のまとめ（その１）」）

（平成25年8月29日 科学技術・学術審議会 学術分科会研究費部会）

WoS論文：Web of Scienceデータベースに収録されている論文
W-K論文：WoS論文のうち、科学研究費助成事業データベースに収録されている、科研費による論文
W-非K論文：WoS論文のうち、科研費による論文以外の論文

○ 科研費関与論文に含まれるトップ10％論文の割合は１０％を超えている一方、科研費が関与して
いない論文におけるトップ10％論文の割合は５％台。


